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七
月
の
農
業
委
員
会
で
会
長

に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
状
、
配
偶
者
の
い
な
い
農

家
は
五
十
六
戸
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
う
ち
、
す
で
に
経
営
主
に

な
っ
て
い
る
の
は
二
十
四
戸
で

す
。

　

配
偶
者
問
題
は
、
沼
田
町
農

業
の
方
向
性
を
左
右
す
る
課
題

で
あ
り
、憂
慮
し
て
お
り
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
と
し
て
は
平
成

十
三
年
か
ら
結
婚
相
談
協
議
会

を
休
止
し
て
お
り
、
独
自
の
活

動
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

北
空
知
の
中
で
も
沼
田
の
配

偶
者
不
足
は
突
出
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
今
後
、
Ｊ
Ａ
や
行
政

と
協
力
し
て
解
決
策
を
模
索
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
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現
状
で
は
、
子
供
達
の

才
能
を
高
め
る
為
の
広
域

的
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
具
体

的
な
議
論
に
至
っ
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
管
内
教
育
長
同
士
集
ま

る
機
会
を
通
じ
前
向
き
に
考
え

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

部
活
に
つ
い
て
は
、
一
つ
の

町
で
対
応
で
き
ず
北
空
知
の
中

学
校
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
二
つ

の
学
校
で
一
つ
の
チ
ー
ム
で
中

体
連
に
参
加
し
た
所
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
他
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
野

球
な
ど
秩
父
別
と
の
合
同
チ
ー

ム
で
の
練
習
、
試
合
を
し
た
事

が
あ
り
ま
し
た
。
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一
日
目
は
、
神
奈
川
県
か
わ

さ
き
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に
て

研
修
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
小

倉
理
事
長
よ
り
当
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

行
政
と
市
民
の
中
間
支
援
組

織
と
し
て
広
報
活
動
、
市
民
相

談
窓
口
を
設
け
て
の
情
報
収
集
、

活
動
の
為
の
リ
ー
ダ
ー
づ
く
り
、

新
た
な
組
織
作
り
を
行
い
、
広

範
囲
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

学
童
保
育
も
小
学
校
単
位
で

受
け
入
れ
、
当
セ
ン
タ
ー
で
運

営
し
て
い
ま
す
。

　

二
日
目
は
、
衆
議
院
会
館
に

て
小
平
忠
正
議
員
に
要
望
書
を

提
出
し
、
併
せ
て
国
政
報
告
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
個
別
所
得
補
償
は
継
続

さ
せ
法
制
化
を
目
指
す
と
強
く

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
に
つ
い
て
も
時

間
が
か
か
り
「
農
業
を
別
枠
に

し
な
け
れ
ば
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
後
、
稲
津
久
議
員
、
小

川
勝
也
議
員
、徳
永
エ
リ
議
員
、

伊
達
忠
一
議
員
、
長
谷
川
岳
議

員
、
紙
智
子
議
員
に
要
望
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

　

深
川
の
議
員
よ
り
、
医
局
制

度
改
正
に
よ
る
地
方
の
医
師
不

足
の
問
題
、
地
方
の
公
立
病
院

の
財
政
的
支
援
の
拡
充
を
求
め

る
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
総
務

省
自
治
財
政
局
山
中
課
長
補
佐

よ
り
、「
平
成
十
九
年
度
以
降

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
も
と
に
各
病

院
に
改
革
プ
ラ
ン
の
作
成
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
過
疎
地
、

救
急
病
院
等
に
、
交
付
税
に
よ

る
財
政
支
援
を
、
年
次
増
額
し

て
い
る
」
と
の
こ
と
で
す
。

　

基
盤
整
備
担
当
二
名
、
農
振

担
当
、
農
地
転
用
担
当
、
所
得

補
償
担
当
、担
い
手
育
成
担
当
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
担
当
、
国
際
連
携
担
当

各
一
名
、
総
勢
八
名
の
課
長
補

佐
、
係
長
、
専
門
官
が
対
応
し

て
頂
き
、
基
盤
整
備
の
予
算
の

拡
充
に
よ
る
早
期
完
工
、
個
別

所
得
補
償
制
度
の
安
定
的
持

続
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
等
、
今
回
の

要
望
を
ふ
ま
え
説
明
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、各
議
員
よ
り
質
疑
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

総
務
省
へ
の
要
望

農
水
省
へ
の
要
望

北 空 知 議 会 議 長
連絡協議会中央要望
　八月八日より八月十日の日程で北空知議会議長連絡協議会
中央要望が実施され、当町の議会から高田議員が副団長とし
て又、長原議員が団員として参加しました。
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総務民教常任委員会

産建福祉常任委員会

テーマ◉『地域資源の活用について』の視察

テーマ◉『農地の流動化の現状と今後の見込み』の概論

日程 現　場 内　容 沼田町へのヒント

10
月
12
日
㈬ 

清
里
町

①清里町商工会 提案型の事務局長による各種
補助金事業の有効利用。

報告書などの手間を恐れず、嗅覚を
持って補助金事業を探し出そう。

②清里町焼酎醸造事業所 日本初のジャガイモ焼酎。 小ロットの工夫による新商品開発。

③農家のパン屋 麦香房 農家が商工会の会員になり、
空き店舗を利用して地場の小
麦粉100％のパン屋を創業。
町民の手芸などの販売や喫茶
コーナーも併設。

商工会と農協の二元論を、観光協会
などの組織で乗り越え、お互いの利
点を生かしつつ、町民の自己責任に
おいて新しい産業を生んでもらうと
いう道もあるかもしれない。

13
日
㈭ 

美
幌
町

④美幌商工会議所 地元の高校で育てた豚を、商
工会議所が加工食品にしたり、
飲食店がメニュー導入。

できるだけ町内の複数の団体を通過
させながら、新商品というシンボル
を作り、町民の一体化を計る。

⑤そばの かね久総本山 飲食店の立場での試行錯誤。 町内で外食する文化を育てる仕掛け。

⑥レストラン
　スパイス ラボラトリー

地元の豚でハンバーグを作り、
東京の有名店とコラボ。

常に中央と結びつくことにより、全
国への情報発信を画策する。

　

沼
田
町
は
平
成
十
二
年
か
ら

農
地
流
動
化
対
策
を
行
っ
て
い

る
先
進
地
で
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
遊
休
農
地
を

出
さ
な
い
た
め
に
五
〇
〇
～
七

〇
〇
㌶
を
対
象
に
始
め
ま
し
た
。

　

と
て
も
意
義
の
あ
る
事
業
で

す
が
、
開
始
か
ら
十
二
年
が
経

過
し
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
事
業
の
検
証
と
今

後
の
沼
田
町
内
の
農
地
の
流
動

化
を
検
討
い
た
し
ま
す
。

　

進
め
る
に
当
た
り
農
業
委
員

会
、
土
地
改
良
区
、
農
協
と
の

意
見
交
換
会
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
十
一
月
に
鵡
川
町
で
視
察

を
行
い
、
そ
の
後
に
報
告
書
を

ま
と
め
る
予
定
で
す
。

年齢区分別経営面積戸数 （単位：戸）

30才未満 31～35才 36～40才 41～45才 46～50才 51～55才
2戸 4戸 17戸 16戸 21戸 24戸
38.7㌶ 101.3㌶ 440.8㌶ 383.3㌶ 426.1㌶ 487.2㌶
56～60才 61～65才 66才以上 法人 一般 計
28戸 38戸 12戸 6戸 15戸 183戸
704.1㌶ 711.1㌶ 142.1㌶ 340㌶ 58.4㌶ 3833.5㌶

経営規模別戸数 （単位：戸）

　 5㌶
未満　

５～
10㌶

10～
15㌶

15～
20㌶

20～
25㌶

25～
30㌶

30㌶
以上 計

H12
38 51 81 50 25 14 16 275

13.8% 18.5% 29.5% 18.2% 9.1% 5.1% 5.8% 100.0%

H23
7 25 34 42 31 15 29 183

3.8% 13.7% 18.6% 23.0% 16.9% 8.2% 15.8% 100.0%

道営 経営体育育成基盤整備事業
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「
議
会
広
報
」

二
〇
一一
年
十
月
二
十
七
日
発
行　

発
行
者　

沼
田
町
議
会　
〒
０
７
８
―
２
２
０
２　

北
海
道
雨
竜
郡
沼
田
町　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
６
４
―

３
５
―

２
１
１
７

　『自分には良いところがあると思いますか？』
　これは、子ども達の学力や学習状況を把握することを目的に、平
成１₉年度から文部科学省が始めた「全国学力学習状況調査」にある
設問ですが、この設問に対する子ども達の回答の低さが全国的な課
題の一つになっています。
　『自分には良いところがない。』『自分なんて価値がない。』『自分に
はできない。』等、自己に対して否定的な回答をする子どもの割合が
高いということです。このことは、私たちが願う、何事にもたくま
しくチャレンジし、未来を自分の力で切り開いていく子どもの姿か
ら遠く離れてしまっています。そこで、各学校では自分に対しての
肯定的な感情である「自尊感情」を高める指導に力を入れようと取
り組んでいるのですが、この自尊感情を高めるということがちょっ
と厄介な問題なのです。なぜなら、この自尊感情がどのように育ち、
高まるのか、まだよくわかっていないからです。たとえば、「成績の
良さ」や「運動能力の高さ」が、高い自尊感情につながるわけでは
ないようです。また、「毎日活発に活動している。」ということで自
尊感情が高まるわけでもないようなのです。
　ただ、とても嬉しいことに沼田小学校６年生への調査では、この
項目が全国平均よりも高い傾向にあります。沼小の子ども達は、け
っこう自信や誇りを持って生活しているようです。私は、このこと
に『夜高あんどん祭り』が大いに関係しているのではないかと勝手
に推測しています。空知に来て８年目。恥ずかしながら、始めて見
たあんどん祭りは本当に鳥肌ものでした。あの素晴らしいお祭を、
大人とともにしっかり支えているという自負は、子ども達の自尊感
情をくすぐるには十分すぎるほどのものだと思うからです。
　あんどん祭りが素晴らしい祭りであることは言うまでもありませ
んが、この祭りは沼田町の未来を支える祭りであるとも思うのです
がどうでしょうか。

沼田町立沼田小学校 校長　藤 森 正 男

広
報
特
別
委
員

中
村
保
夫
　
長
原
　
誠

鵜
野
範
之
　
久
保
元
宏

　

三
月
に
は
、
東
日
本
大
震

災
と
い
う
未
曾
有
の
災
害
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
民
が
被
災
地
の
復
興

を
願
う
中
で
、
九
月
に
は
、

台
風
十
二
号
が
日
本
列
島
を

縦
断
し
、
和
歌
山
県
新
宮
市

で
は
一
時
間
に
百
三
十
一
ミ

リ
も
の
猛
烈
な
雨
が
降
り
ま

し
た
。

　

か
つ
て
、
沼
田
で
も
五
百

ミ
リ
近
い
雨
を
経
験
し
ま
し

た
が
、
奈
良
県
上
北
山
村
で

は
累
計
雨
量
二
千
四
百
三
十

三
ミ
リ
も
の
雨
が
降
っ
た
と

の
事
で
す
。
こ
れ
は
想
像
を

絶
す
る
も
の
で
す
。

　

僅
か
半
年
で
、
こ
の
様
な

災
害
を
見
た
と
き
、
改
め
て

防
災
意
識
を
持
た
な
け
れ
ば

と
思
う
次
第
で
す
。

あ
と
が
き

　

十
月
一
日
付
け
を
も
っ
て
川

嶋
智
書
記
が
転
勤
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
嶋
氏
は
平
成
二
十
一
年
五

月
着
任
以
来
、
二
年
五
ヶ
月
に

わ
た
っ
て
議
会
書
記
と
し
て
多

大
な
貢
献
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
に
ス
ピ

ー
デ
ィ
ー
な
、

議
事
録
作
成

で
広
報
委
員
会
も
大
い
に
助
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

地
域
開
発
課
に
配
属
と
な
り

ま
し
た
が
、
議
会
事
務
局
の
経

験
を
生
か
し
、
更
に
活
躍
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

十
月
一
日
付
け
を
も
っ
て
吉

田
正
晴
氏
が
地
域
開
発
課
か
ら

議
会
事
務
局
書
記
に
着
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

年
は
若
い
が
気
鋭
の
職
員
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

わ
が
ま
ま
？
な
議
員
に
も
早

く
慣
れ
て
仕
事
に
邁
進
さ
れ
る

こ
と
を
望
み
ま
す
。

議
会
事
務
局
の
交
代

沼田町の未来を
支える夜高あんどん祭り


